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会員薬剤師数：212名
保険薬局数：95薬局
会営薬局：3薬局
・センター薬局市民病院前店
・センター薬局中央病院前店
・センター薬局済生会病院前店

松阪地区薬剤師会の概要

ココ

＜事業及び委員会＞
学術研修委員会
医療・介護保険委員会
医療対策委員会
地域包括推進委員会
学生実習委員会
学校薬剤師委員会
献血推進委員会
事業委員会（イベント・薬草）
会員・情報委員会
防災委員会

（2026.2.20現在）



歯科口腔保健のこれまでの取組み

 松阪市歯と口腔の健康まつり（年1回）
お薬相談、こども調剤体験コーナー

 明和町歯とお口の健康まつり
お薬相談、お薬手帳とお薬カレンダーの配布

 歯周病と糖尿病の啓発活動



モデル事業の流れ

 2025.9.30 厚生労働省の事業説明会に参加

 2025.10.20 厚生労働省の担当者と当薬局で個別面談(オンライン)

 その後、NTTデータ経営研究所の担当者と実施に向けて擦り合わせを進める

→センター薬局3店舗で実施

→実施パターン：パターン5

→実施期間：11/17～11/29の2週間

→使用ツール：咀嚼チェックガム

→対象人数：各店舗50名

 2025.10.27 事業実施の内容が確定

 2025.11.4 資材到着

 2025.11/17～11/29 イベント実施

 2025.12 3店舗のアンケート結果報告



口腔チェックの実施の全体概要



実施のお知らせ方法

 実施前から案内を行った

 実施期間はチラシ掲示にて案内

 また、来局者に対して

口腔チェックをしませんか？と直接声掛けをした

❢Point❢ 調剤の待ち時間の間にできること

❢point❢ 簡単にできること

∞対象者∞
フレイルのリスクが高くなってくる70-80代を中心に



口腔チェックの実施方法（咀嚼チェックガム）

①

ガムを取り出します

➁

1秒間に1回のペースで

60回噛みます

③

60回噛んだら

ガムを袋に吐き出し、

色をチェックします



結果表 参加者へお渡しした資材(例) 実施後アンケート



アンケート結果 その①
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咀嚼チェックの結果
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アンケート結果 その➁
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アンケート結果 その③

44 16 78 12

0% 20% 40% 60% 80% 100%

受診意欲の変化

歯科受診をしようと思った

歯科受診が必要と思わない

もともと受診している

不明

49 70 26 41

0% 20% 40% 60% 80% 100%

歯みがき回数

３回以上 ２回 １回 ０回 不明

59 53 38

0% 20% 40% 60% 80% 100%

歯みがき以外のお口のケア

毎日実施している 時々実施している 実施していない

54 15 56 22 3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

歯みがき以外のお口のケアを

しようと思ったか

実施しようと思った 実施しないと思う

普段から実施している 分からない

不明

89 56 14

0% 20% 40% 60% 80% 100%

お口のケアへの関心

高まった 変化なし

低下した 不明



アンケート結果より

 咀嚼チェックの結果としては、様々な年代の方にチェックを行ったが、概ね良好だった

 元々定期的な検診や定期メンテナンスをされている方が半数いることが分かった

 定期受診をされていない方の中で、今回の口腔チェック実施により歯科受診をしようと思っ
てもらえた方も多かった

 今回は簡単な咀嚼チェックのみであったことや、咀嚼力の問題がないという良い結果になっ
たことなどから、受診を必要と思わないと返答された方も少しみえた



患者様からの声など

 思っていたより嚙む力がなかったことに驚いた

 簡単に出来て、楽しみながら知ることができて良かった

 最近は歯科受診をしていなかったので、結果を見てまた受診しようと思った

＊スタッフが困った点

 入れ歯の方でガムが歯の裏にくっついて苦戦し、ガムの色もまだらになって上手くチェッ
クできなかったことがあった

 入れ歯の方がアンケートに答える時、歯磨きの回数や口腔ケアの質問に対してどう答えて
いいか迷っている方が多かった



今回のモデル事業を通して
今後の取り組みの検討

 薬局として出来ることを考える

地域包括ケアシステム（医療・介護・予防・住まい・生活支援が包括的に確保される体制）

の一端を担う薬局として

健康サポート薬局（地域住民による主体的な健康維持･増進を積極的に支援する薬局）として

 歯科口腔保健衛生の推進に薬局が関わる意義

歯科受診されていない方にもアプローチできる

 歯科医師会(歯科医師や歯科衛生士など)と協同することが重要

歯科口腔保健衛生の推進に向けてどのような取り組みができるかを検討し、協議する

日頃の連携をさらに密にして取り組んでいく



ご視聴ありがとうございました
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